





































































































































































































































































































































































































こういうComply or Explain という手法により、国の法令ではないけれど
も、さまざまなルールをつくって、ソフトに守らせる。ガバナンス・コード
もそういうものだということであります。
このコードに関して、象徴的な言葉として、「攻めのガバナンス」がこれ
からは必要だという説明がされているわけであります。攻めのガバナンスと
いうのは、野村先生のお話にも出てくるので、そこでも聞いていただければ
いいと思いますが、これは何を言っているかということです。コーポレート
ガバナンス・コードでは、株主以外の消費者、取引先、従業員、その他さま
ざまなステークホルダーの利益の考慮は認めるけれども、先ほどの株主の利
益を実現する経営、こういう面が従来日本では軽視されてきたので、これを
より重視すべきだということを非常に強調しているわけです。
そういうことの説明として、リスクの回避や不祥事の防止ということを過
度に強調すべきではないということがコードの説明文書の中に書いてありま
す。これは法令を守ることにこれからはそんなに真面目に取り組まなくてい
いとか、不祥事の防止も適当にやっておけばいいということを決して言って
いるわけではないのですが、ガバナンスはそういうことよりも、もっと儲け
るための経営をするためにはどうしたらいいかということを重点的に考えな
ければならない。そのために、独立性のある社外取締役が社長さんたちの経
営をしっかりレビュー、評価することが外部の取締役の果たすべき役割であ
ると強調しているのです。
社外取締役というのは月 1回か 2回会社に来て仕事をするだけですから、
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監視義務とか内部統制システム構築義務違反を認めるのは社内の取締役以上
に非常に難しいので、そういうことを社外の取締役にあまり期待してもしよ
うがない。それよりは別の先ほど言った内部統制システムのためのいろんな
仕組み、そういうものを充実すべきだいうことを言っているのだとは思いま
すが、言葉の上では、どうも不祥事の抑止はあまり強調すべきではないとい
うトーンになっていて、非常に誤解を招きやすいのではないかと思います。
本気で思っていたとしたら、危ないですね。
こういうコードが採択されて 2年たったところですが、ここ一月ぐらいの
間にも大きな企業不祥事が次々と起きているということで、こういう環境の
下で消費者の利益をどのようにして守っていくのか。新しく重い課題を突き
つけられているのではないかということであります。
私の話はこれまでとさせていただきます。どうもご清聴をありがとうござ
いました。
